
社会科は調べる教科である

「本を読む教師と読
まない教師には歴然
とした差がつく。」

「『言海』という辞書が
つくられた出版記念
パーティーで福沢諭吉
が呼ばれました。」

「平凡社に手紙を
送ってみました。」

「繋がってもらおうか
な。コンピュータとコン
ピュータ、どういう形で
もいいから繋がってみ
て。」

13番 スター Ｂ表４

図書館の授業 本の授業 辞書の授業 百科事典の授業 インターネットの授業

読書指導一辺倒の図書
館教育に問題提起でき
たのはなぜか。

なぜ、毎日二冊以上の
本に目を通すという生
活を続けてきたのか。 人物を通した学習場面

として日本初の近代辞
書「言海」を思いつく
ことができたのはなぜ
か。

立ち合い授業の中で
資料の検証材料として、
百科事典を想定できた
のはなぜか。
そして、有田学級の

児童はなぜ驚いたのか。

使い方ではなく、概念
を教えようとしたのは
なぜか。

？

向山氏の見ている世界が見たい。
ー複雑系「知」ー 「レファレンスツール」の文化を知る

Ｃ表１１級「図書館の歴史・分類と知の歴史」 TOSS神奈川授業技量検定会2015 2015/08/16 佐藤 泰弘,渡辺 喜男,鈴木恭子
Ｃ表１３級「日本の水産業に未来はあるか」 TOSS神奈川授業技量検定2014 2014/08/16 佐藤 泰弘,大場 寿子,渡辺 喜男

Ｃ表１４級「伊藤博文と幕末・明治という時代」栃木県教育会館 2017/10/21 松崎 力,木村重夫,小森栄治,桜木泰自,小川幸一 koichi9955@gmail.com
横浜市港南区下永谷4-1-17-102  080(3448)6579
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調べ学習に使用する道具を「レファレンスツール」という。
索引指導、要約指導など、レファレンスツールを調べ学習の際
にどのように使うか、という問題については研究されている。
しかし、そもそもその道具が成立するにあたっての文化概念に
ついてはあまり触れられてこなかった。
向山氏の様々な著作・実践の中にはこのレファレンスツール

が度々出てくるが、一般的な教師が発想する以上のエピソード
が表出している。普通に仕事をしている教師には全く出てこな
い発想である。これはその道具の使い方だけでなく、道具の歴
史や社会的背景、人間の営みにまで知識が及んでいるからであ
ろう。
各教科領域においてレファレンスツールを使用する際に、そ

れぞれ背景にある文化にまで触れると、人類がこれまで様々な
試みを行ってきた中で作ってきた知の複雑系の存在に気付く。
ぜひ児童に触れさせたい。なにより私自身が知りたい。

社会科は調べる教科と言われているが、具体的に調べる
ということがどういうことなのかを掴むために、調べる技
能を網羅した。使用した資料は中教審答申、学習指導要領
（解説）、「授業で学び方技能をどう育てるか」（谷和樹
著明治図書）（資料１）
３００ほどになった技能を分類・体系化し、カードにま

とめた。これを４月に配布し、連絡帳に貼っておくと、子
どもはコンプリートを目指して積極的に調べるようになる。
身につけるスキルが視覚化されるので保護者も協力的にな
る。
と同時に、調べる技能を身につけながら、調べること自

体を楽しむために、「調べる」という概念をメタ認知した
学習が必要と感じた。
「調べ文化の授業」である。

「教え方のプロ・向山洋一全集１３
教師に衝撃が走った【立ち合い授業】
」明治図書「「続・授業の腕をあげる法則」明治図書

「向山洋一は”社会の授業”をどう
つくっているか」明治図書

「インターネットの授業」1999年大阪
toss動画ランド

図書館と言えば「読書指導」であ
る。利用指導をしていかなければな
らない、と言う意見を述べること自
体、普通の教師には不思議でならな
い。しかし、そこには「図書館」と
いうメディアに対する深い歴史的理
解があった。

向山学級は、明治から始まった文化
調べの後に、いきなり「近代辞書」の
エピソードが出てくる。そもそも「言
海」とは何か。一般教師にはその存在
すら知られていない。

世に愛書家は数知れず、しかし、そ
の読書量、読書の質はあまりに桁違い
である。
かつて向山氏の自宅は、本の間を歩

く獣道のようだった、と言う（toss横
浜代表渡辺喜男氏による）。
そこまで本を愛するようになったの

はなぜか。それは「本」のもつ文化的
歴史的理解、そしてそのメディアとし
ての限界についての理解があるからこ
そであろう。

第一次資料にあたると言って、百科
事典にまで辿り、かつ、手紙を書いて
返事をもらうことなんて、普通できや
しない。なおかつ、有田学級の子たち
はすごい、といったが、百科事典の価
値も、まるでわからないのが普通の教
師である。

１９９９年当時、インターネットに
つながる意味もまだ分からなかったこ
ろ、その利用指導について悩むのが普
通であった。しかし、向山氏はそもそ
ものインターネットの概念を教えよう
とした。

ハードウエアと
して、スマート
フォンがメディア
の独裁体制に入っ
たことは確実であ
る。では、その先
のレファレンス
ツールは何になる
のだろうか。
ＡＩか、それと

も別の何かだろう
か。

「図書館の重要な要素
である、それを利用す
る、活用するということ
が学校教育の中でほ
とんど教えられていな
い。」

調べる＝人類の知へのアクセス

〈指導計画〉
本時

mailto:koichi9955@gmail.com


なぜ違うのか。自分の生活に役立つ言葉を知りたい。

辞書の役割、もう１つあります。
もともと辞書が広がったのが、キリスト教会の公用語ラテン語で書かれた聖書を翻訳するためです。
言葉は同じ国でも地域によってバラバラです。
翻訳する辞書を作ることで自然とその国の言葉が整理され、国語ができていきました。
辞書の役割、言葉を整理して、国語を作りたい

明治維新の文部省。近代国家を作るにあたり辞書が必要。
有力な学者たちに作らせましたが、失敗。
そこで、1人の青年に任せることにしました。大槻文彦です。
大槻文彦の心には2人の言葉がありました。
お爺さん「遂げずばやまじ」さいごまであきらめるな
お父さん「お前の作った辞書を楽しみにしているよ」
文彦の作戦。当時アメリカのウエブスター英語辞書の輸入本がありました。
「英語辞書を全部翻訳して並べかえれば完成じゃないか。」
うまくいったでしょうか。（指名）

英語辞書を翻訳しようとしますが、たとえば「あ」。
あいあい傘英語で何と言いますか。Aaron日本語で？お互いの言葉にないものが多いのです。
過去の字引を集めしらべましたが、明治維新、どんどん新しい言葉が増えてます。
これはなんですか。「どじょう」か、「どぢょう」か、「どぜう」か。
これは名前なのか（名詞）。それとも別の言葉の働き（動詞・形容詞）によるものなのか。
「ど」の項目のどこに入れるのか。日本語の文法が整理されていなかったのです。
辞書にする以上嘘はかけません。どじょうとは何か。もともとの語源は何か。意味・由来が定まっていませんでした。
調べると、地方によってどづおといったりどろづおといったりするようです。どろづおはもともとは濁りが取れてど
ろつおとよんだはずです。すると昔の言葉に泥津魚という言葉がありました。これが語源です。
このような作業を一つ一つやっていかなければなりません。
「言葉の海のただなかに船のかいをおき、どこをみるとも定まらずただその遠く広く深いことに呆然とし、自分の学
びが浅いことを恥じて責めるのみだった。」
あきらめたと思いますか。

お爺さんの言葉を思い出しました。遂げずばやまじ。
文彦は日本文法を整理しました。
みなさんが学校で勉強する言葉のページの内容のほとんどは文彦が整理しました。
例えばいろはうたを五十音にしました。最初に開くページが少なくなり言葉調べが楽になります。
４年後息子の辞書ができることを楽しみにしていた父磐渓死去
１０年後辞書作りに集中するため文部省をやめ、フリー学者になる。「内藤いよ」と結婚。辞書作りを陰で支える。
辞書の基本原稿が完成。
１２年後 辞書の修正が終わり、文部省に提出。音沙汰なし。（資金不足で出版できなかったそうです。）13年後文
部省より自費なら出版しても良いと許可が下りる。私財をかき集め、友人たちから借金をし、予約を集めて出版が決
まる。しかし、修正に時間がかかり、出版社の体制も整わず、なかなか出版できない。予約者たちから「大槻」なら
ぬ「大虚槻（おおうそつき）」と呼ばれる。
１６年後 辞書作りを手伝ってくれた助手「中田邦之」脳溢血で死去かわいがっていた次女「えみ」結核で死去辞書
作りを陰で支えた妻「いよ」腸チフスで死去。その時のことを次のように書いています。「続けて家族を失い、重な
る悲しみに、この前後数日は、筆をとる力も出なかった。無理に原稿に向かうと、そこには、『ろめい（露命）』と
いう言葉があった。」ろめい「露命」（名）「ツユノイノチ。ハカナキ命。」「思わず涙が流れた。」
そして１７年後日本初の近代辞書は出来上がりました。辞書には言葉の海、言海と名付けられました。その数４００
００語。ほとんど１人で作り上げました。
実はここまでの授業の内容は、言海の巻末ことばのうみのおくがきにすべて書いてあります。文彦は言海を通して、
辞書作りの夢や感動を、のちの国語学者に伝えました。
こうして生まれた国語辞書たち。合わせると１億部になります。
さて、大槻文彦は辞書作りについてどう思っているでしょうか。良く思っている？後悔している？
言海の最後には一つの和歌が書かれています。
「敷島ややまと言葉の海にして拾いし玉はみがかれにけり」「大和言葉の大海から、拾い集めた宝石のような言葉た
ちは、さらにみがかれた。」
みなさんの持つ辞書は磨かれた宝石の集まりです。大事にしていきましょう。

【参考図書】
向山洋一は”社会の授業”をどう作っているか。明治図書 向山洋一著
向山洋一年齢別実践記録集第19巻 向山の歴史授業の実践 東京教育技術研究所 向山洋一著
谷和樹著作集no1 向山型社会の全体像を探る 明治図書 谷和樹著
言海 ちくま学芸文庫 大槻文彦著
言葉の海へ 新潮文庫 高田宏著
辞書を編む 光文社新書 飯間浩明著
大英帝国の大事典づくり 講談社選書メチエ 本田毅彦著
知識の社会史 新曜社 ピーターバーグ著
世界大百科事典 平凡社

【本時展開】
明治期一人の青年がいました。名前を大槻文彦。
お父さんが漢学者。お爺さんが洋学者。文彦は漢学洋学両方のスペシャリストになりました。
文部省が当時抱えていた６つの問題。文彦はどれを任されたでしょうか。
正解は辞書作りです。辞書について考えていきます。

辞書は何年前からあるでしょうか。
4000年前の石板。アッカド人が「シュメール語が知りたい」と作りました。
日本1200年前。空海。「漢の国の言葉を知りたい」と作りました。
なぜ作られたか。知らない言葉を知りたい

では、世界一の辞書はどこの国の辞書でしょうか。
イギリスオックスフォード英語辞典。全部で1冊です。60万語
日本、日本国語大辞典。50万語。敗けてないです。過去の用例が全部入っています。
なぜ作られたか。たくさんの言葉を知りたい。

様々な辞書が、作られました。言葉の意味を語釈と言います。
すべて同じでしょうか。
「右」の語釈を書いてみましょう。
例えば広辞苑「南を向いた時、西にあたる方」正しい日本語を載せるイワコク「この辞典を開いて読む時、偶数ペー
ジのある側」
「動物園」の語釈。
広辞苑「各種の動物を集め飼育して一般の観覧に供する施設。」
シンカイ「公衆に生態を見せ、かたわら保護を加えるためと称し、捕らえてきた多くの鳥獣・魚虫などに対し、狭い
空間での生活を余儀無くし、飼い殺しにする、人間中心の施設。」
なぜ違うのか。自分の生活に役立つ言葉を知りたい。

4000年前
メソポタミヤ
アッカド人による
シュメール語対照表

60万語
ＯＥＤ

50万語
日本国語大辞典

1600年前 篆隷万象名義

辞書とは〈世界〉 〈日本〉

言葉や物事、漢字などを集め、その品詞・意
味・背景（語源等）・使用法（用例）・派生
語・等を解説した書籍。
広くは様々な種類があるが、本単元では、外

国語翻訳の時点から国語辞書までの系列を扱う。
古くは4000年前メソポタミヤの、シュメール

語翻訳が石板として残っている。日本でも空海
による1600年前の篆隷万象名義が残存している。
いずれも外国語を翻訳する際に必要な書籍とし
て成立した。
現在、最も多くの語彙を集めたものがＯＥＤ

（オックスフォード英語辞書）である。これは
記録されているすべての用例を扱うという方針
で作成された。

アルファベット順と五十音順
語彙の増加により、どの辞書も大きな方向転換を強いられる。もともとは、

概念の分類別（哲学・自然科学・社会科学のように）に編成を行っていたもの
が、語彙量が増加すると、言葉の収集より検索利用が重視されるようになり、
アルファベット順へ移行していく。分類重視から検索重視への転換が、近代化
の大きな転換と言ってよいだろう。
アルファベット順であると２６項目の分類であるが、日本のイロハ順に従う

なら47項目となる。これに異議を立てたのが、本単元で取り上げる大槻文彦で
ある。大槻は当時の学校教育を参考に50音順を採用し、第一行アカサタナハマ
ヤラワの10項目から検索可能にした。
大槻は言海作成時、福沢諭吉に献本を行っているが、「寄席の下足札が五十

音でいけますか」と批判されていることから、当時の感覚としていかに新しい
取り組みであったかが分かる。

日本でも日本国語大辞典が同じ方針で辞書編纂をしており50万語を登録し
ている。
各国の辞書編纂のきっかけは、ほとんどが聖書の翻訳からになっている。

スコラ学派による、各国の言葉への翻訳の際に、辞書が作成され、その経緯
により各国の国語概念が形成されている。言うなれば近代国家の成立は、必
ず辞書作りと並行して行われると言ってよい。

大槻文彦


